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12 月定例会議
12 月 9 日～ 12 日

　12 月定例会議では補正予算、条例改正、人事案件等が上程され、「栗山町立学校設置条例の一部を
改正する条例」「栗山町立学校施設使用条例の一部を改正する条例」の２議案を学校再編に関する調
査特別委員会へ付託、その他の議案はすべて可決・同意しました。また、議会提出議案は、２件の
意見書を提出し、可決しました。

12 月定例会議
録画配信 

一般会計補正予算￥
補正後予算総額　　110 億 4,079 万 6 千円（+6,909 万 5 千円）

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

予算を変更した主な事業
事　　　業　　　名　　 補 正 額

子どものための教育・保育給付費
（国が定める保育サービスの基準額（公定価格）が引き上げられたことに伴う追加）

4,186 万円

特別冬期生活支援金　★質疑あり★
（住民税が非課税の高齢者世帯等に対して、暖房費の一部として助成）

1,512 万円

車両修繕料
（環境センター使用重機及びごみ収集車の修繕料に係る追加）  

295 万円

有害鳥獣駆除業務　★質疑あり★
（実績見込みによる追加）

278 万円

南部地区医療環境確保補助金　
 （南部地区巡回診療実施に係る栗山赤十字病院への補助金）

156 万円

まちの魅力アップ応援事業補助金　★質疑あり★
（申請件数の増加見込みに係る追加）

56 万円 

中山間地域等直接支払交付金　★質疑あり★
（令和７年度からの第 6 期対策期間への移行により、対象農用地の面積を見直したことに伴う減額）

△ 993 万円
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質

疑

斉
藤
隆
浩
議
員　

中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
に
よ
り
減
額
が
生
じ
て

い
る
が
、
そ
の
財
源
を
活
用

し
て
い
る
振
興
公
社
の
事
業

に
影
響
が
出
な
い
か
。

  
そ
の
他
の
補
正
予
算

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
に
よ
り
様
式
変
更
が

生
じ
た
納
付
書
等
に
係
る

印
刷
製
本
費
の
追
加　
　

　
　
　
　
　
　
　

４
万
円

▼
栗
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
実
績
見

込
み
に
よ
る
追
加
な
ど　

　
　
　
　

３
４
４
４
万
円

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計

介
護
福
祉
学
校
暖
房
設
備

配
管
破
損
に
伴
う
修
繕
料

の
追
加　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

31
万
円

▼
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
額
の
減
額
な
ど

　
　
　
　

△
４
６
３
万
円

　
　
　

   

★
質
疑
あ
り
★

▼
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

栗
山
町
水
道
施
設
管
理
委
託

業
務
に
係
る
債
務
負
担
行
為

　
　
　
　

４
６
９
７
万
円

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計栗
山
町
下
水
道
関
連
施
設
維

持
管
理
監
視
委
託
業
務
に
係

る
債
務
負
担
行
為

　
　
　
　
　

２
５
７
万
円

農
林
課
長　

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
の
減
額
に

よ
り
、
公
社
へ
の
拠
出
金
は

減
少
す
る
が
、
繰
越
金
等
を

活
用
し
、
事
業
内
容
や
事
業

応
募
者
へ
の
交
付
額
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
に
調
整
し
て

重
山
議
員　

①
ま
ち
の
魅
力

ア
ッ
プ
応
援
事
業
補
助
金
の

追
加
補
正
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
交
付
件
数
と
今
後
の

見
込
み
は
。

②
特
別
冬
期
支
援
金
に
つ
い

て
、
対
象
世
帯
数
の
内
訳

と
、
高
齢
者
施
設
な
ど
、
個

人
以
外
へ
の
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
。

③
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
委
託

料
の
追
加
補
正
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
捕
獲
状
況
や
件

数
は
。

企
画
財
政
課
長　

①
今
年
度

は
既
に
７
件
の
交
付
実
績
が

あ
る
。
当
初
予
算
１
３
２
万

円
に
対
し
、
今
後
の
申
請
を

見
込
み
、
56
万
２
千
円
を
追

加
補
正
す
る
。

福
祉
課
長　

②
対
象
世
帯
は

１
２
６
０
世
帯
で
、
高
齢
者

世
帯
１
１
２
０
世
帯
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
世
帯
30
世

帯
、
障
が
い
者
世
帯
１
１
０

世
帯
で
あ
る
。
本
事
業
は
個

人
を
対
象
と
し
て
お
り
、
高

齢
者
施
設
等
は
対
象
外
で
あ

る
が
、
国
の
重
点
支
援
交
付

金
の
動
向
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
。

農
林
課
長　

③
エ
ゾ
シ
カ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
捕
獲
を
実

施
し
て
い
る
。
当
初
予
算
で

齊
藤
義
崇
議
員　

後
期
高
齢

者
医
療
の
負
担
金
に
つ
い

て
、
６
月
か
ら
３
月
ま
で
10

住
民
保
健
課
長　

各
月
ご
と

に
支
払
い
を
行
い
、
最
終
的

に
年
度
末
で
確
定
し
、
差
額

を
清
算
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。

い
る
。
事
業
参
加
者
の
減
額

は
行
わ
ず
、
町
に
よ
る
新
た

な
補
填
も
不
要
な
形
で
対
応

し
て
い
る
。

は
エ
ゾ
シ
カ
３
５
０
頭
、
ア

ラ
イ
グ
マ
４
３
８
頭
を
見
込

ん
で
い
た
が
、
年
度
末
ま
で

に
エ
ゾ
シ
カ
４
４
２
頭
、
ア

ラ
イ
グ
マ
７
０
７
頭
の
捕
獲

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
委
託

料
と
し
て
２
７
８
万
８
千
円

を
追
加
補
正
す
る
。

回
に
分
け
て
納
付
し
て
い
る

が
、
今
回
の
よ
う
に
減
額
と

な
っ
た
場
合
、
月
々
の
支
払

額
を
調
整
し
て
納
付
す
る
の

か
、
年
度
全
体
で
清
算
す
る

の
か
。

まちの魅力アップ応援事業交付金を活用して
実施された栗山キッチンカーフェスティバル
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「付
ふ た く

託」とは？
　議会に提出され
た議案や請願など
を専門的に審査す
るため、特定の委
員会に審査を任せ
ることをいう。

人
事
案
件

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

令
和
７
年
12
月
21
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

鳴
海
秀
樹
氏
の
後
任
と
し

て
三
上
勝
氏
を
選
任
す
る
。

任
期
：
令
和
７
年
12
月
22
日

　
　

～
令
和
11
年
12
月
21
日

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

に
つ
い
て

　

令
和
８
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

上
坂
永
子
氏
の
後
任
と
し

て
岡
山
美
智
子
氏
を
推
せ

ん
す
る
。

任
期
：
令
和
８
年
４
月
１
日

　
　

～
令
和
11
年
３
月
31
日

そ
の
他

施
設
管
理
の

　
　

指
定
管
理
者
決
定

▼
栗
山
公
園

㈱
た
か
は
し
ダ
リ
ア
（
朝
日

３
丁
目
）

▼
栗
山
町
社
会
教
育
施
設
等

（
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
、
他

６
施
設
）

㈱
日
東
総
業
（
錦
３
丁
目
）

▼
栗
山
町
体
育
施
設

（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
他

７
施
設
）

シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
北
海
道

㈱
（
札
幌
市
）

▼
栗
山
町
栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
㈱
（
中

央
３
丁
目
）

指
定
期
間
：
令
和
８
年
４

月
１
日
～
令
和
13
年
３
月

31
日

規
則
・
条
例

12
月
定
例
会
議
で
は
、
新
規
条
例
２
件
、

改
正
条
例
４
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
中

か
ら
新
規
条
例
を
解
説
！

以
下
２
件
の
条
例
は
「
学
校

再
編
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
」
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

※
審
査
内
容
は
17
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
栗
山
町
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、

角
田
小
学
校
及
び
継
立
小
学

校
で
は
複
式
学
級
の
常
態
化

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
令
和

９
年
４
月
１
日
付
で
両
校
を

栗
山
小
学
校
へ
統
合
す
る
。

　

本
条
例
は
こ
れ
に
伴
い
、

町
立
小
学
校
の
名
称
及
び
位

置
を
定
め
た
規
定
か
ら
両
校

を
削
除
す
る
も
の
。

▼
栗
山
町
立
学
校
施
設
使
用

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

角
田
小
学
校
及
び
継
立
小

学
校
を
栗
山
小
学
校
へ
統
合

す
る
事
に
伴
い
、
学
校
施
設

の
使
用
期
間
及
び
使
用
料
等

を
定
め
た
規
定
か
ら
両
校
に

関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
も

の
。

乳児等通園支援事業（通称：こども誰でも通園制度）
に対応した条例を整備

　▼栗山町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
　▼栗山町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例

　国の「こども未来戦略」に基づく「乳児等通園支援事業（通称：こども誰でも通園
制度）」の創設に伴い、就労要件を問わず時間単位で利用できる乳児等通園支援事業の
実施に向け、２つの条例を制定するもの。

〇こども誰でも通園制度のイメージ

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

 就労等の

 要件あり

保育園、認定こども園（保育部門）

３号 ２号

 就労等の

 要件なし

乳児等通園支援事業

（こども誰でも通園制度）

幼稚園、認定こども園

（教育部門）

１号

６歳

小学校

≪実施内容≫
　０歳６か月から満３歳未満の児童で、保育所等に通っていない児童を月一定時間の
利用可能枠の中で、時間単位で通園できる。
　なお、認可保育所等の入所要件と異なり、保護者の就労等、保育を必要とする要件（保
育認定）は問わない。

　↑
６か月

解説
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▼
栗
山
町
図
書
館

特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
り

や
ま
（
中
央
３
丁
目
）

▼
栗
山
町
い
き
い
き
交
流
プ

ラ
ザ

社
会
福
祉
法
人
栗
山
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
朝
日
４
丁

目
）

質

疑

斉
藤
隆
浩
議
員　

指
定
管
理

者
選
定
に
お
い
て
、
管
理
運

営
の
実
績
評
価
（
最
大
10

点
）
が
全
事
業
者
で
加
点
さ

れ
て
い
な
い
。

　

民
間
活
力
を
活
か
す
制
度

趣
旨
を
踏
ま
え
、
こ
の
評
価

が
得
ら
れ
て
い
な
い
点
に
つ

い
て
、
町
と
し
て
助
言
や
改

善
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行

っ
て
き
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

実
績
評
価

の
加
点
は
、
中
間
年
の
評
価

が
特
に
高
い
場
合
に
付
与
す

大
櫛
議
員　

入
札
に
よ
り
指

定
管
理
者
が
変
更
さ
れ
た
場

合
、
こ
れ
ま
で
働
い
て
い
た

町
民
や
家
族
に
雇
用
喪
失
等

の
影
響
が
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
。
町
と
し
て
対
応
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

指
定
管
理

者
選
定
は
、
今
後
５
年
間
の

管
理
運
営
内
容
を
重
視
し
て

行
っ
て
お
り
、
雇
用
面
へ
の

特
別
な
対
策
は
も
う
け
て
い

な
い
が
、
新
規
事
業
者
か
ら

は
、
現
従
事
者
の
継
続
雇
用

を
検
討
す
る
旨
の
提
案
が
示

さ
れ
て
い
る
。

企
画
財
政
課
長　

指
定
管
理

料
は
、
施
設
管
理
や
自
主
事

業
を
含
め
た
総
収
支
で
算
定

し
て
い
る
。
新
事
業
者
は
人

員
配
置
や
事
業
内
容
が
異
な

り
、
各
施
設
の
収
支
差
額
と

し
て
管
理
料
が
増
額
と
な
っ

た
。

重
山
議
員　

選
定
理
由
に
あ

る
「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

と
の
連
携
事
業
」
に
つ
い

て
、
他
自
治
体
で
の
実
績
や

評
判
、
利
用
者
の
声
を
町
と

し
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

道
内
他
自

治
体
で
体
育
施
設
を
管
理

し
、
多
世
代
向
け
事
業
を
実

施
し
て
い
る
実
績
は
確
認
し

て
い
る
が
、
利
用
者
評
価
ま

で
は
把
握
し
て
い
な
い
。
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
連

携
は
協
力
意
思
の
確
認
を
得

た
提
案
内
容
を
評
価
し
た
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

指
定
管
理

者
が
町
外
事
業
者
で
あ
る
点

に
つ
い
て
、
募
集
要
件
で
あ

る
「
町
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
団
体
」
に

該
当
す
る
の
か
。

　

町
内
で
事
業
所
登
録
や
納

税
を
行
う
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

募
集
要
項

に
基
づ
き
資
格
審
査
を
行

い
、
町
内
事
業
所
と
し
て
法

人
設
置
届
出
書
の
提
出
を
受

け
て
い
る
。

　

課
税
対
象
法
人
と
し
て
町

内
事
業
所
要
件
を
満
た
し
て

い
る
と
判
断
し
て
い
る
。指定管理者制度のもとで運営される町有施設

「ＰＤＣＡサイクル」とは？
　ＰＤＣＡサイクルとは、物事をより良く進めるため
の考え方で、「計画（Ｐｌａｎ）を立て、実行（Ｄｏ）
し、その結果を確認（Ｃｈｅｃｋ）したうえで、必要
な見直しや改善（Ａｃｔｉｏｎ）を行う」流れを繰り
返す仕組み。この一連の流れを繰り返すことで、より
良い行政サービスにつなげていく考え方。

る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

今
回
は
基
準
に
該
当
せ
ず

加
点
は
な
か
っ
た
。
評
価
結

果
や
改
善
提
案
は
毎
年
指
定

管
理
者
に
伝
え
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
り
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

重
山
議
員　

指
定
管
理
業
務

は
コ
ス
ト
削
減
と
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、
新
事
業
者
は
現
行
よ
り

指
定
管
理
料
が
高
い
。
ど
の

よ
う
な
内
容
に
よ
り
管
理
料

が
増
額
と
な
っ
た
の
か
。

解説
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意
見
書

　

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
確
立
に
関
す
る
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
拡
充
等
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

農
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
世

界
情
勢
の
不
安
定
化
や
円
安

な
ど
に
よ
る
物
価
高
に
よ

り
、
燃
油
・
肥
料
・
飼
料
等

の
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま

り
か
ら
、
農
業
経
営
は
厳

し
い
環
境
が
続
い
て
い
る
。 

　

ま
た
、
近
年
の
異
常
気
象

は
高
温
・
干
ば
つ
、
集
中
豪

雨
な
ど
を
招
き
、
各
地
に
お

い
て
農
地
・
農
作
物
等
へ
の

被
害
拡
大
に
加
え
、
ク
マ
の

出
没
等
に
よ
る
鳥
獣
被
害
の

増
加
で
、
人
命
や
農
畜
産
物

へ
の
影
響
も
深
刻
で
あ
り
、

営
農
や
日
常
生
活
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。 

　

一
方
、
日
本
経
済
は
米
国

と
の
相
互
関
税
が
今
夏
か
ら

発
動
と
な
っ
た
が
、
農
業
分

野
で
は
Ｍ
Ａ
米
の
内
枠
で
米

国
産
米
輸
入
の
拡
大
や
大

豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
追
加

購
入
な
ど
で
国
内
需
給
へ
の

影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な

ど
大
型
貿
易
協
定
に
よ
っ

て
、
我
が
国
の
農
産
物
の

関
税
率
が
即
時
撤
廃
さ
れ

た
ほ
か
、
段
階
的
な
削
減

や
輸
入
枠
の
拡
大
な
ど

で
影
響
を
受
け
て
い
る
。 

　

そ
う
し
た
な
か
、
政
府

は
改
正
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
に
基
づ
き
、
新

た
な
基
本
計
画
を
策
定

し
、
平
時
か
ら
の
食
料
安
全

保
障
を
確
保
す
る
観
点
な

ど
、
初
動
５
年
間
で
農
業

の
構
造
転
換
を
集
中
的
に

推
し
進
め
る
と
し
て
い
る
。 

　

ま
た
、
地
域
を
活
性
化
さ

せ
、
食
料
安
全
保
障
を
確

保
す
る
た
め
、
農
林
水
産

業
の
振
興
が
重
要
で
あ
る

と
し
て
、
５
年
間
の
「
農

業
構
造
転
換
集
中
対
策
期

間
」
に
お
い
て
別
枠
予
算

を
確
保
す
る
と
し
て
い
る
。 

　

こ
の
た
め
、
改
正
基
本
法

の
理
念
に
基
づ
き
、
国
内
農

業
生
産
の
増
大
を
図
り
、
将

来
に
わ
た
っ
て
国
民
に
食
料

を
安
定
供
給
で
き
る
農
業

生
産
基
盤
の
強
化
や
経
営

安
定
に
資
す
る
所
得
政
策

の
確
立
な
ど
の
具
体
的
政

策
と
予
算
の
拡
充
、
異
常

気
象
に
よ
る
農
業
被
害
対

策
も
急
務
と
な
っ
て
い
る
。 

　

持
続
可
能
な
食
料
・
農
村

政
策
の
確
立
は
、
農
業
を
産

業
の
基
盤
と
す
る
地
方
に

と
っ
て
重
要
な
施
策
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
下
記
事
項
に
つ

い
て
要
望
す
る
。

１
．
食
料
安
全
保
障
の
確
保

の
観
点
か
ら
、
国
内
自
給
を

基
本
と
し
た
農
業
生
産
の
増

大
を
図
り
、
食
料
の
安
定
的

な
供
給
に
向
け
た
生
産
体
制

の
確
立
及
び
農
地
基
盤
の

強
化
な
ど
、
経
営
安
定
に

資
す
る
農
業
政
策
の
確
立

を
求
め
る
と
と
も
に
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
施

策
実
現
に
必
要
か
つ
十
分

な
予
算
を
措
置
す
る
こ
と
。 

２
．
米
国
と
の
相
互
関
税
で

は
、
経
済
停
滞
や
農
業
分
野

へ
の
影
響
を
回
避
す
る
対
策

を
早
急
に
講
ず
る
と
と
も

に
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
国

際
貿
易
協
定
は
、
段
階
的
な

関
税
率
の
削
減
や
輸
入
枠

の
拡
大
な
ど
で
農
産
物
に

食料安全保障を支える地域農業

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
た

め
、
今
後
の
加
盟
国
拡
大

に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
な

ど
も
勘
案
し
、
国
内
農
業

政
策
の
強
化
に
向
け
て
Ｔ

Ｐ
Ｐ
等
関
連
対
策
予
算
は

継
続
的
に
措
置
す
る
こ
と
。 

３
．
異
常
気
象
で
病
原
虫
の

多
発
や
農
産
物
の
収
量
・
品

「CPTPP（包括的・先進的環太平洋パートナーシップ協定）」とは？
　TPP からアメリカが離脱した後、日本など 11 カ国で新たに発効した貿易協定。
　TPP の高い水準のルールを基本的に引き継ぎつつ、関税の削減などを通じて、参加
国間の経済連携を進めている。

「TPP（環太平洋パートナーシップ協定）」とは？
　太平洋地域の国々が参加し、関税の撤廃や貿易ルールの共通化を進める国際的な協
定。日本、アメリカなど 12 カ国での発効を目指していたが、アメリカの離脱により当
初の形では発効に至らなかった。

質
低
下
な
ど
の
被
害
を
招
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
球
温

暖
化
に
対
応
し
う
る
種
子
や

農
業
資
材
の
開
発
な
ど
を
早

急
に
進
め
る
こ
と
。

解説
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【
要
旨
】

　

政
府
は
「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
５
」
に
お
い
て
、
現

役
世
代
の
保
険
料
負
担
を
含

む
国
民
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
給
付
の
あ
り
方
の
見
直

し
」
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
医
師

会
な
ど
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

が
保
険
適
用
か
ら
除
外
さ
れ

れ
ば
、
患
者
が
自
己
判
断
で

市
販
薬
を
使
用
す
る
こ
と

が
増
え
、
適
切
な
治
療
を

受
け
ら
れ
ず
重
篤
化
す
る

リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
の
懸

念
を
示
し
て
い
る
。
難
病

患
者
の
家
族
や
日
本
ア
ト

ピ
ー
協
会
な
ど
は
、
薬
代
負

担
の
大
幅
増
に
よ
り
治
療

が
継
続
で
き
な
い
事
態
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
、
保
険
適
用
の
継
続
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。 

　

本
町
は
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付
の
あ
り
方
の
見
直
し

　
　
　

に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

０
歳
か
ら
18
歳
に
達
す
る
年

度
末
ま
で
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
命
と
健
康
を
守
る
施

策
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
適
用
が
除
外
さ
れ
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
助
成
対
象

で
あ
っ
た
処
方
薬
が
対
象
外

と
な
り
、
市
販
薬
の
購
入
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
が
大
幅
に
増
加
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

日
本
小
児
科
医
会
か
ら
も

保
護
者
の
経
済
的
負
担
増

は
、
少
子
化
の
中
で
進
め
ら

れ
て
き
た
小
児
医
療
費
負
担

軽
減
の
流
れ
に
逆
行
す
る
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
こ
の
問
題
は
子

育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、
花

粉
症
や
変
形
性
膝
関
節
症

な
ど
の
患
者
を
含
む
、
広

範
な
患
者
の
負
担
増
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。 

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府

に
お
い
て
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
給
付
の
あ
り
方
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
そ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
し
、
慎
重

に
審
議
を
行
う
こ
と
を
求
め

る
。「OTC 類似薬」とは？

　処方箋が必要な医療用医薬品の中
で、OTC 医薬品（市販薬）と同様の有
効成分や効能を持つ薬を指す。
OTC とは「Over The Counter」の略で、
薬局やドラッグストアで処方箋なしに
購入できる薬のこと。

ようこそ栗山町へ！

栗山町議会では、全国各地の議会から視察研修を受け入れています。

 ・１０月　７日（火）福島県南相馬市議会議会運営委員会
 ・１０月　８日（水）佐賀県町村議会議長会
 ・１０月２９日（水）愛知県東海市議会議会運営委員会
 ・１０月３０日（木）茨城県町村議会議長会
 ・１１月　５日（水）秋田県三種町議会広報広聴委員会
 ・１１月１９日（水）北海道美唄市議会総務・文教常任委員会

美唄市議会の皆さんと秋田県三種町議会の皆さんと 愛知県東海市議会の皆さんとの
研修の様子　　　　　　　　　

解説
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10 月臨時会議
10 月 6 日

補
正
予
算

￥▼
一
般
会
計
補
正
予
算　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
６
４
８
万
９
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
０
９
億
７
１
７
０
万

１
千
円
と
し
た
。

農
業
用
排
水
路
（
角
田
幹
線

排
水
路
）
の
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫
業
務
委

託
料

　
　
　

１
６
４
８
万
９
千
円

　10 月臨時会議では補正予算が上程され、可決されました。

質

疑

重
山
議
員　

①
今
回
の
浚
渫

事
業
に
つ
い
て
、
財
源
と
し

て
国
や
道
の
補
助
金
が
活
用

で
き
な
い
の
か
。

②
工
事
請
負
は
、
地
元
業
者

が
指
名
さ
れ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

①
本
事

業
は
国
庫
補
助
の
対
象
事

業
で
は
な
い
た
め
、
補
助

金
の
活
用
は
で
き
な
い
。 

一
方
で
、
国
が
措
置
し
て

い
る
「
緊
急
浚
渫
推
進

事
業
債
」
を
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
起
債

を
行
っ
た
場
合
は
、
元
利

償
還
金
の
７
割
が
普
通

交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
。 

　

本
年
度
当
初
に
は
想
定
し

て
い
な
か
っ
た
事
業
で
あ
る

が
、
今
後
の
二
次
協
議
に
お

い
て
起
債
申
請
を
行
い
、
同

意
を
得
ら
れ
れ
ば
借
り
入
れ

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

建
設
課
長　

②
浚
渫
工
事
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
土
木
業

者
に
発
注
す
る
予
定
で
あ
る
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

①
今
回
の

浚
渫
工
事
に
つ
い
て
、
ど
の

区
間
を
ど
の
程
度
実
施
す
る

の
か
。

②
当
初
は
令
和
８
年
度
に
予

定
さ
れ
て
い
た
事
業
を
前
倒

し
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
の
計
画
全
体
も
前
倒
し
さ

れ
る
の
か
。

③
農
業
用
水
が
流
入
し
て
い

る
排
水
路
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
土
地
改
良
区
と
町
と
の

費
用
負
担
の
関
係
に
つ
い
て

ル
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
は
あ

る
の
か
。

建
設
課
長　

①
今
回
の
浚
渫

は
、
角
田
幹
線
排
水
路
の
う

ち
、
南
大
通
り
か
ら
高
校
通

の
橋
を
経
て
吉
田
地
先
ま
で

の
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
を
中

心
に
、
総
延
長
約
７
６
０
メ

ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い
る
。 

②
当
初
計
画
し
て
い
た
護

岸
整
備
に
つ
い
て
は
、
状

況
を
見
な
が
ら
必
要
に
応

じ
て
前
倒
し
も
検
討
す
る

が
、
ま
ず
は
浚
渫
に
よ
り

水
の
流
れ
を
改
善
す
る
。 

③
本
工
事
に
つ
い
て
、
土
地

改
良
区
の
負
担
は
な
く
、
町

が
全
額
対
応
す
る
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

下
流
部
の

浚
渫
だ
け
で
な
く
、
上
流
部

で
も
土
砂
堆
積
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
上
流

ま
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
農
業
用
水
の
流
入
状
況

を
踏
ま
え
、
今
後
も
町
が
対

応
す
る
の
か
。

建
設
課
長　

当
該
排
水
路
は

町
の
管
理
施
設
で
あ
り
、
上

流
部
を
含
め
、
今
後
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
町
が
必
要

な
対
応
を
行
う
考
え
で
あ

る
。

10 月臨時会議
録画配信 

安全な河川環境を保つための浚渫工事

「浚
しゅんせつ

渫」とは？
　川や水路、湖、港などの底にたまった土砂や
泥を取り除き、水の流れや容量を確保する工事
のこと。
　洪水対策や水害防止、船の通行確保等を目的
に行われる。

解説
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12 月臨時会議
12 月 26 日1 ２月臨時会議

録画配信 

　12 月臨時会議では補正予算が上程され、可決されました。

補
正
予
算

￥▼
一
般
会
計
補
正
予
算　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
３
２
６
５
万
１
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
１
３
億
７
３
４
４
万

７
千
円
と
し
た
。

く
り
や
ま
地
域
応
援
電
子
マ

ネ
ー
発
行
事
業
補
助
金

　
　
　
　

１
億
６
０
０
万
円

事
業
者
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

高
騰
対
策
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　

５
２
５
０
万
円

農
業
物
価
高
騰
対
策
支
援
事

業
補
助
金

　
　
　
　
　

５
１
６
０
万
円

水
道
基
本
料
金
減
免
事
業

　
　
　
　
　

３
７
１
０
万
円

子
育
て
応
援
手
当

　
　
　
　
　

２
４
９
２
万
円

質

疑

鈴
木
議
員　

く
り
や
ま
地
域

応
援
電
子
マ
ネ
ー
発
行
事
業

と
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
商
品

券
発
行
事
業
に
つ
い
て
、
町

民
が
実
際
に
利
用
で
き
る
時

期
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

電
子
マ
ネ

ー
は
１
月
中
に
利
用
可
能
店

舗
を
決
定
し
、
３
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
町
民
へ
交
付
予
定
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
カ
ー

ド
会
で
協
議
中
で
、
早
け
れ

ば
２
～
４
月
に
販
売
開
始
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

齊
藤
義
崇
議
員　

今
回
の
普

通
交
付
税
は
多
用
途
を
想
定

さ
れ
交
付
さ
れ
て
い
る
。
減

債
基
金
へ
の
充
当
な
ど
他
の

選
択
肢
も
含
め
、
交
付
税
の

考
え
方
と
、
繰
入
減
額
に
至

っ
た
経
過
は
。

企
画
財
政
課
長　

物
価
高
騰

対
策
や
給
与
改
定
、
臨
時
経

済
対
策
費
な
ど
で
交
付
税
が

増
額
さ
れ
た
。
重
点
支
援
交

付
金
は
全
額
事
業
に
充
当

し
、
不
足
分
は
臨
時
経
済
対

策
費
な
ど
を
一
般
財
源
と
し

て
整
理
。
結
果
、
財
政
調
整

基
金
繰
入
を
減
額
し
た
。

大
櫛
議
員　

水
道
基
本
料
金

の
１
年
間
免
除
に
つ
い
て
、

使
用
料
が
多
い
世
帯
へ
の
負

担
軽
減
に
な
ら
な
い
。
使
用

料
引
下
げ
を
検
討
し
な
か
っ

た
理
由
は
。

上
下
水
道
主
幹　

全
体
約

６
５
０
０
件
の
う
ち
大
半
が

13
ミ
リ
口
径
で
、
基
本
料
金

全
体
で
は
約
３
６
０
０
万
円

と
な
る
。
使
用
料
減
免
で
は

対
象
外
世
帯
が
生
じ
る
た

め
、
全
世
帯
に
平
等
に
行
き

渡
る
基
本
料
金
免
除
を
選
択

し
た
。

端
議
員　

電
子
マ
ネ
ー
と
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
仕
組
み

に
つ
い
て
、
町
民
が
受
け
取

っ
て
か
ら
利
用
す
る
ま
で
の

流
れ
が
分
か
り
に
く
い
た

め
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

示
し
て
ほ
し
い
。

商
工
観
光
課
長　

電
子
マ
ネ

ー
事
業
は
町
内
電
子
マ
ネ
ー

対
応
小
売
店
を
公
募
し
、
決

定
後
、
全
町
民
に
申
請
案
内

を
送
付
。
申
請
内
容
に
基
づ

き
、
電
子
マ
ネ
ー
事
業
者
を

通
じ
て
１
万
円
分
を
カ
ー
ド

へ
付
与
す
る
仕
組
み
。
こ
の

事
業
は
、
食
料
品
等
の
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
町
内
大
型
店
舗
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
狙

い
が
あ
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
は
商
店
街
向
け
の
事
業

と
し
て
、
30
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
で
１
人
２
万
円
を
上

限
に
販
売
。
カ
ー
ド
登
録
促

進
と
地
元
商
店
で
の
消
費
喚

起
を
目
的
と
し
て
い
る
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

①
大
型
店

で
想
定
し
て
い
る
具
体
的
な

電
子
マ
ネ
ー
の
種
類
は
。

②
事
業
に
伴
う
職
員
の
時
間

外
手
当
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
業
務
効
率
化
や
時
間
内
処

理
の
考
え
方
を
含
め
町
の
対

応
は
。

③
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
重

複
購
入
防
止
策
は
。

商
工
観
光
課
長　

①
大
型
店

の
電
子
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
は

複
数
社
と
協
議
中
で
未
確
定

だ
が
好
意
的
な
反
応
を
得
て

い
る
。

③
商
品
券
は
カ
ー
ド
管
理
に

よ
り
１
人
２
口
ま
で
し
か
購

入
で
き
な
い
仕
組
み
で
対
応

す
る
。

副
町
長　

②
時
間
外
手
当
は

通
常
業
務
に
加
え
た
経
済
対

策
対
応
と
し
て
計
上
し
た
も

の
だ
が
、
体
制
を
工
夫
し
、

特
定
職
員
に
過
度
な
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
進
め
る
。国の経済対策を活用し地域経済を支援
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１２月定例会議
一般質問

Ｑ１. 財政を踏まえた今後の総合計画の展望は
　　　　　　　　　　　　　   Ａ . 見通しを立て、計画立案を行っていく

Ｑ 1. こども誰でも通園制度の充実に向けて
                                                          Ａ . 委員の皆様と緊密に連携し進める

藤
ふじもと

本　光
みつゆき

行 議員

 5  5  議員が一般質問議員が一般質問

町政の町政の
　　　　ここが聞きたいここが聞きたい

齊
さいとう

藤　義
よしたか

崇 議員

重
しげやま

山　雅
ま さ よ

世 議員

堀
ほり

　　文
ふみひこ

彦 議員

鈴
す ず き

木　千
ち は や

逸 議員

Ｑ 1. 持続可能な町営バスの拡充を
                                                          Ａ . 町民理解を得ながら効率的な運営を図る
Ｑ２. 重点支援交付金の有効活用を
                                                          Ａ . 所得制限なく早急な給付に努める

Ｑ 1. 公共施設の管理計画を実行力ある計画に   
　　　　　　　　　　　　　  Ａ . 総合計画と連動させ実効性をもたせる

Ｑ 1. 役場の技術職員の確保状況を確認したい
                                             　　　Ａ . 将来的な増員を含め必要人員を確保する

齊藤　義崇 議員 重山　雅世 議員 堀　文彦 議員 藤本　光行 議員 鈴木　千逸 議員
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財
政
運
営

Ａ：見通しを立て、
　　　　　　　計画立案を行っていく

議
員　

令
和
８
年
度
は
第

７
次
総
合
計
画
の
前
期
最

終
年
度
で
あ
り
、
後
期
計
画

の
樹
立
の
年
度
で
も
あ
る
。

分
析
で
は
地
方
債
残
高
は

増
加
し
、
企
業
会
計
を
含
め

る
と
起
債
額
は
２
０
０
億

円
を
超
え
る
。
一
方
で
財
政

調
整
基
金
は
増
額
し
、
５
ヵ

年
の
実
質
収
支
は
黒
字
で

あ
る
。
収
支
均
衡
を
図
り

な
が
ら
第
７
次
総
合
計
画

の
前
期
が
経
過
し
て
い
る
。

　

計
画
の
反
省
と
課
題
を

踏
ま
え
、
後
期
計
画
へ
の
意

気
込
み
と
、
見
通
し
、
策

定
に
対
す
る
注
意
点
や
要

点
に
つ
い
て
、
町
長
の
所

信
を
伺
う
。

町
長　

地
域
経
済
の
活
性
化

に
よ
る
税
収
基
盤
の
確
立
な

ど
、
自
主
財
源
拡
充
の
た
め

の
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
後
期
実
施
計
画
期
間
中

質
問
趣
旨　

５
ヵ
年
の
財
政

分
析
を
基
に
、
次
期
計
画
策

定
の
要
点
に
つ
い
て
、
町
長

に
所
信
を
伺
っ
た
。

に
見
込
ま
れ
る
事
業
の
財
源

確
保
な
ど
、
財
政
運
営
へ
の

影
響
に
十
分
留
意
し
な
が
ら

策
定
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
、
関
係
人
口
や

移
住
・
定
住
施
策
を
推
進

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

よ
る
税
収
基
盤
の
確
立
な

ど
、
自
主
財
源
拡
充
の
た
め

の
取
組
を
強
化
し
て
い
く
。

ま
た
、
後
期
実
施
計
画
期
間

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

齊藤義崇 議員

感
想　

質
問
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
時
間
配
分
が
上

手
く
い
か
ず
、
反
省
点
が

多
く
残
っ
た
。
答
弁
に
つ

い
て
は
所
信
を
伺
え
、
充

分
な
回
答
で
あ
っ
た
。

　

公
会
計
の
分
析
手
法
で

あ
る
正
確
度
の
高
い
財
務

諸
表
（
貸
借
対
照
表
・
損

益
計
算
書
）
完
備
と
運
用

に
つ
い
て
は
、
明
言
は
避

け
ら
れ
た
。

                  Ｑ：財政を踏まえた
　　　　　 今後の総合計画の展望は

中
に
見
込
ま
れ
る
事
業
の
財

源
確
保
な
ど
、
財
政
運
営
へ

の
影
響
に
十
分
留
意
し
な
が

ら
策
定
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

財
源
確
保
に
関
し
て
は
、

引
き
続
き
国
・
道
・
各
種
団

体
等
の
補
助
制
度
、
交
付
税

措
置
率
の
高
い
有
利
な
起
債

の
活
用
、
新
た
な
基
金
で
の

対
応
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
。

前期（令和５～８年度）の検証を踏まえ、後期（令和９～ 12 年度）
計画策定の要点を確認
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                  子
育
て
支
援

Ａ：委員の皆様と緊密に連携し進める

Ｑ：こども誰でも通園制度の
　　　　　　　　　　   充実に向けて

質
問
趣
旨　

乳
幼
児
の
一
時

預
か
り
は
高
い
専
門
性
が
必

要
だ
が
、
保
育
士
資
格
を
持

た
な
い
人
が
従
事
で
き
る
仕

組
み
な
ど
の
問
題
が
あ
る
と

思
い
質
問
し
た
。

重山雅世 議員

感
想　

各
々
の
関
係
者
に

は
、
子
ど
も
の
最
善
の
利

益
、
保
育
の
質
と
安
全
を
保

障
す
る
た
め
に
、
職
員
配
置

基
準
の
引
き
上
げ
と
保
育
士

の
処
遇
改
善
を
し
、
専
門
性

を
磨
き
「
子
育
て
の
伴
走

者
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
は
、
保
育
施
設
に
通
っ

て
い
な
い
生
後
６
カ
月
か
ら

満
３
歳
未
満
の
子
ど
も
に
つ

い
て
、
預
け
る
理
由
を
問
わ

ず
月
10
時
間
を
上
限
に
保
育

所
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

で
、
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と

が
で
き
、
全
国
一
律
に
実
施

さ
れ
居
住
す
る
市
町
村
以
外

で
の
利
用
も
で
き
る
制
度
で

あ
る
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降

「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
令

和
８
年
４
月
１
日
施
行
以
降

は
「
乳
児
な
ど
の
た
め
の
支

援
給
付
」
と
な
る
。

　

保
護
者
は
事
業
者
と
直
接

契
約
を
し
利
用
料
を
事
業
者

へ
支
払
う
。
事
業
者
は
利
用

実
績
に
応
じ
て
公
費
分
を
自

治
体
に
請
求
し
、
給
付
を
受

町
長　

保
育
園
等
の
代
表
者

や
保
護
者
、
学
校
関
係
者
、

有
識
者
等
の
多
様
な
視
点
を

持
つ
「
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
委
員
」
の
ご
意
見
等
を
伺

う
こ
と
は
、
本
制
度
を
実
効

性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

け
る
。
事
業
に
対
す
る
責
任

は
事
業
者
で
、
保
護
者
と
面

談
し
て
子
育
て
の
情
報
提
供

や
助
言
な
ど
の
相
談
業
務
も

あ
り
、
事
業
に
対
す
る
責
任

は
事
業
者
で
、
自
治
体
の
責

任
は
か
な
り
後
退
す
る
。

　

専
門
家
か
ら
は
こ
の
制
度

に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
安
全

性
を
守
れ
る
の
か
、
保
育
士

不
足
で
従
来
の
事
業
を
圧
迫

す
る
な
ど
課
題
が
多
く
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

市
町
村
の
判
断
で
国
が

示
し
て
い
る
基
準(

職
員
配

置
、
利
用
対
象
、
利
用
時
間
、

保
護
者
負
担
等)

を
上
回
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
栗

山
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

委
員
」
の
声
も
聞
き
な
が

ら
、
進
め
て
は
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

極
め
て
重
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
に
お
い
て
も
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
開

催
等
を
通
じ
、
委
員
の
皆
様

と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
実

施
に
向
け
た
体
制
整
備
を
進

め
て
い
く
。

議会中継 をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

子どもの成長を支える保育現場
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町
営
バ
ス

Ａ：町民理解を得ながら
　　　　　　　　効率的な運営を図る

質
問
趣
旨　

重
点
支
援
地
方

交
付
金
特
別
枠
の
町
民
へ
の

給
付
方
法
に
つ
い
て
、
少
し

で
も
拡
充
さ
れ
る
方
向
で
検

討
さ
れ
る
よ
う
質
問
し
た
。

議
員　

高
市
政
権
が
推
進
す

る
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の

特
別
枠
を
活
用
し
た
物
価
高

対
策
に
つ
い
て
、
１
月
に
も

事
業
開
始
す
る
よ
う
自
治
体

へ
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
け
る
物
価
高
対

策
の
具
体
的
な
取
組
内
容

や
、
所
得
制
限
を
含
む
対
象

範
囲
の
設
定
に
つ
い
て
考
え

方
を
伺
う
。

堀　文彦 議員

                   Ｑ
：
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
有
効
活
用
を

物価高対策
Ａ
：
所
得
制
限
な
く

　
　
　
　
　

早
急
な
給
付
に
努
め
る

町
長　

国
の
通
知
で
は
、
物

価
高
騰
支
援
の
対
象
や
方
法

は
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
設

定
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
食

料
品
価
格
の
高
騰
は
所
得
に

関
わ
ら
ず
町
民
全
体
に
影
響

                  Ｑ：持続可能な町営バスの拡充を

質
問
趣
旨　

公
共
交
通
空
白

地
の
解
消
に
向
け
て
、
い
ち

早
く
本
町
の
課
題
を
解
決
す

る
べ
く
、
将
来
の
町
営
バ
ス

の
運
行
施
策
に
つ
い
て
見
解

を
伺
っ
た
。

議
員　

本
町
の
町
営
バ
ス
は

現
在
実
質
11
台
を
運
用
し
て

い
る
が
、
耐
用
年
数
や
コ
ス

ト
面
を
踏
ま
え
、
ワ
ゴ
ン
車

へ
の
切
替
え
な
ど
効
率
的
な

運
用
や
公
共
交
通
空
白
地
の

解
消
が
必
要
と
考
え
る
。

　

今
後
の
車
両
更
新
計
画
を

踏
ま
え
た
本
町
の
公
共
交
通

施
策
の
展
望
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

町
長　

町
営
バ
ス
の
利
便
性

向
上
と
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
基
づ
き
、
路
線
見
直
し

や
大
型
バ
ス
か
ら
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
へ
の
小
型
化
な
ど
を
進

め
て
き
た
。

　

今
後
も
車
両
更
新
時
に
は

利
用
状
況
や
コ
ス
ト
を
踏
ま

え
た
適
切
な
車
両
選
定
を
行

い
、
公
共
交
通
空
白
地
の
解

消
に
も
努
め
る
。

　

将
来
的
な
役
割
拡
大
と
コ

ス
ト
抑
制
の
両
立
に
向
け
、

便
数
見
直
し
、
デ
マ
ン
ド
化

拡
充
、
路
線
統
廃
合
、
車
両

小
型
化
、
運
賃
改
定
な
ど
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め
、

町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
効

率
的
な
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

感
想　

事
務
経
費
・
事
務
負

担
の
か
か
ら
な
い
方
向
性
で

検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
、

町
民
一
人
あ
た
り
へ
の
給
付

額
が
少
し
で
も
多
く
な
る
よ

う
に
期
待
す
る
。

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
所
得

制
限
を
設
け
ず
全
町
民
を
対

象
と
し
た
支
援
が
必
要
と
考

え
る
。

　

今
後
の
国
の
通
知
を
踏
ま

え
つ
つ
、
本
町
の
実
情
を
十

分
に
考
慮
し
、
重
点
支
援
地

方
交
付
金
を
活
用
し
た
効
果

的
な
経
済
対
策
を
実
施
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
自
体

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す

る
た
め
に
、
我
が
国
の
ア
ニ

メ
コ
ン
テ
ン
ツ
力
を
活
か

し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
バ
ス
を
導
入
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
を
呼
び

込
む
手
段
が
有
効
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

町
長　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
意
欲
へ
の
高
揚
に
も
繋

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
町
で
も
今
後
、
観
光
対

策
に
つ
い
て
関
係
各
所
と
連

携
し
な
が
ら
施
策
を
講
じ
て

い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
町

営
バ
ス
の
観
光
資
源
化
も
含

め
て
協
議
を
し
て
参
り
た
い

感
想　

膨
大
な
経
費
も
か
か

る
こ
と
な
の
で
、
町
営
バ
ス

の
運
行
に
観
光
要
素
を
含
め

て
、
ぜ
ひ
国
家
戦
略
特
区
の

プ
ラ
ン
と
し
て
、
本
町
か
ら

起
案
提
出
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町民の移動を支える公共交通

物価高騰から暮らしを守る支援

と
考
え
る
。

　

実
際
に
室
蘭
本
線
の
存
続

に
向
け
た
周
辺
自
治
体
と
の

協
議
で
も
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
話
題

に
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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公
共
施
設

Ａ：総合計画と連動させ
　　　　　　　　   実効性をもたせる

質
問
趣
旨　

栗
山
町
の
公
共

施
設
は
多
く
の
建
物
が
大
規

模
改
修
や
更
新
の
時
期
を
迎

え
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
、
財
政
は
建
物
等
に

対
す
る
投
資
的
資
金
に
余
裕

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

公
共
施
設
の
あ
り
方
を

し
っ
か
り
管
理
す
る
計
画
が
大

切
と
考
え
、
質
問
を
行
っ
た
。

感
想　

行
政
が
行
う
施
策
は

様
々
な
計
画
の
裏
付
け
が

あ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
。
大

き
な
施
設
の
改
修
や
更
新
に

議
員　

栗
山
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
は
、
町
内
公

共
施
設
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
運
営
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
29
年
に
定
め
ら

れ
、
令
和
２
年
に
は
個
別
施

設
計
画
が
整
え
ら
れ
、
そ
れ

を
ふ
ま
え
た
改
定
が
令
和
３

年
に
行
わ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　

一
方
、
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
総

合
計
画
は
、
令
和
８
年
に
第

７
次
前
期
実
施
計
画
が
終
了

し
、
令
和
９
年
か
ら
４
年
間

の
後
期
実
施
計
画
へ
と
移
行

す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

総
合
計
画
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
公
共
施
設
管
理
計
画

町
長　

①
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
は
、
そ
の
位
置
づ

け
が
栗
山
町
総
合
計
画
の
下

位
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
第
７
次
総
合
計
画
後

期
実
施
計
画
策
定
に
お
い
て

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
関

し
、
新
た
に
政
策
の
追
加
、

又
は
変
更
が
伴
う
場
合
に

は
、
連
動
し
て
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
は
、
そ
の
実
施
方
針
と
し

て
、
上
位
計
画
や
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
に
応
じ
て
、
随

時
の
見
直
し
と
定
期
の
見
直

し
を
行
い
つ
つ
、
総
合
計
画

と
連
動
し
た
実
効
性
の
あ
る

計
画
と
し
て
い
き
た
い
。

藤本光行 議員

                  Ｑ：公共施設の管理計画を
　　　　　　　　　実行力ある計画に

と
の
整
合
を
図
る
こ
と
も
必

要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
以
下

に
つ
い
て
伺
う
。

①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
た

め
の
町
の
基
本
的
考
え
方
は

あ
る
の
か
。

②
総
合
計
画
と
連
動
し
て
定

期
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と

が
、
将
来
展
望
を
含
ん
だ
実

行
力
あ
る
計
画
に
な
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

は
莫
大
な
お
金
が
必
要
に
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
裏
付
け

と
な
る
公
共
施
設
の
管
理
計

画
に
つ
い
て
、
議
会
も
真
剣

に
議
論
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
た
。

　

今
あ
る
管
理
計
画
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
、
い

よ
い
よ
施
設
の
統
廃
合
を
含

め
た
実
行
計
画
に
着
手
し
て

い
く
と
の
答
え
も
示
さ
れ
た

の
で
、
多
様
な
視
点
を
持
ち

つ
つ
、
関
わ
っ
て
い
き
た

い
。

計画的な管理が求められる公共施設
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技
術
職
員
確
保

Ａ：将来的な増員を含め
　　　　　　　   必要人員を確保する

質
問
趣
旨　

災
害
発
生
時
に

お
け
る
技
術
職
等
の
配
置
と

復
旧
対
策
に
つ
い
て
確
認
し

た
い
。

感
想　

本
年
度
末
で
２
名
が

退
職
し
、
１
名
が
入
庁
す
る

こ
と
か
ら
１
名
減
と
な
る
見

込
で
あ
る
。

　

今
後
も
技
術
職
員
の
確
保

と
育
成
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。

議
員　

災
害
が
発
生
し
た
際

の
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
、
町

民
生
活
を
維
持
す
る
う
え
で

早
く
回
復
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
令
和
４
年
の

12
月
に
質
問
し
た
際
に
は
、

イ
ン
フ
ラ
復
旧
の
要
と
な
る

町
の
技
術
者
に
つ
い
て
、
50

代
４
名
、
40
代
２
名
、
30
代

２
名
に
加
え
、
課
長
職
１
名

の
計
９
名
が
在
籍
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
20
代
２
名
含

む
９
名
の
技
術
職
員
が
在
籍

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
技

術
の
伝
承
が
着
実
に
進
ん
で

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

栗
山
町
の
災
害
と
し
て

は
、
直
近
で
は
胆
振
東
部
地

震
に
よ
る
停
電
、
そ
の
前
日

の
台
風
に
よ
る
風
倒
木
で
道

路
が
封
鎖
さ
れ
た
事
案
が
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
管
の
老

朽
化
に
よ
る
破
損
等
、
こ
れ

町
長　
「
災
害
発
生
時
に
お

け
る
技
術
職
等
の
配
置
と
復

旧
対
策
に
つ
い
て
」
の
質
問

で
あ
る
が
、
本
町
で
は
、
栗

山
町
地
域
防
災
計
画
に
お
い

て
、
大
地
震
や
豪
雨
な
ど
に

よ
り
災
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
対
応
に
当
た

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
が
迅
速
な
災

害
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、「
栗
山
町
職
員
防

災
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
地
震

編
、
風
水
害
・
雪
害
編
」
を

整
備
し
て
い
る
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
道
路

や
建
物
、
上
下
水
道
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
応
す
る

本
町
の
技
術
職
員
９
名
（
建

設
５
名
、
上
下
水
道
４
名
）

が
指
揮
を
執
り
、
被
害
状
況

の
調
査
及
び
対
応
に
当
た

る
。

　

ま
た
、
町
内
建
設
業
者
21

社
で
構
成
さ
れ
る
栗
山
建
設

協
会
と
も
連
携
し
、
道
路
の

補
修
や
断
水
へ
の
対
応
な

ど
、
停
止
し
た
イ
ン
フ
ラ
機

能
を
最
低
限
回
復
さ
せ
る
復

旧
対
策
を
進
め
る
。

　

技
術
職
員
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
対

鈴木千逸 議員

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

災
害
へ
の
備
え
も
必
要
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
に
対
し
、

役
場
の
技
術
職
の
配
置
及
び

復
旧
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

                  Ｑ：役場の技術職員の確保状況を
　　　　　　　　　　　　確認したい

応
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技

術
の
継
承
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。

　

技
術
職
員
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
平
時
の
業
務
量
に
応

じ
た
体
制
を
基
本
と
し
て
い

る
が
、
今
後
の
業
務
量
を
勘

案
し
、
計
画
的
な
採
用
や
事

務
職
か
ら
の
配
置
転
換
な

ど
、
将
来
的
な
増
員
を
含

め
、
必
要
な
人
員
を
確
保
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

災害対応を担う技術職員の確保と技術の継承が進められている
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栗山町議会議員栗山町議会議員のの報酬報酬に関するに関する調査特別委員会調査特別委員会

議員報酬に関する中間審査報告を提出

　くりやま議会だより令和７年１１月号（No.185）でお知らせした、議員報酬に関し、
１２月定例会議で中間審査報告を行った。

中間審査報告の主な内容
・議員のなり手不足や活動量の増加を踏まえ、議員報酬及び役職加算を増額
・報酬額の算定方法は、全国町村議会議長会が推奨する「原価方式」を採用
・議員報酬（月額）は、
　　　議員　　249,000 円
　　　委員長　286,000 円
　　　副議長　324,000 円
　　　議長　　398,000 円

・改定時期は、次回改選後（令和９年５月）から適用
・議会として今後取り組むべき事項

町民意見の反映
　町民との意見交換（一般会議）や議会報告会、パブリックコメントを実施し、寄せられた意見
も踏まえて検討を行った。
　くりやま議会だより令和７年１１月号（No.185）で掲載出来なかった議会報告会とパブリック
コメントについて、頂いた声の一部を紹介します。

≪議会報告会≫
　・報酬を上げることについては、賛成。
　・しばらく報酬も上がっていなく、世の中の物価も上がっているので、報酬を上げることはや
　　ぶさかではないと思う。
　・議員活動を本当に真剣にやろうと思えば、時間が多く取られると思う。そうしたら、会社勤
　　めで仕事をしながら議員活動をやるのは困難になると思う。私も議員が議会活動と議員活動
　　をメインにして生活できる報酬というのは妥当だという考えを持っている。
　・今回改正原案の報酬額が示されたが、この報酬額でなり手不足問題は解決しないと思う。
　・人口の多い町と報酬が同じだと、財政は大丈夫なのか。

≪パブリックコメント≫
　議員報酬の議会案について、
　・適当である　　１件
　・少ないと思う　１件

現在の状況
　12 月定例会議での中間審査報告後、議長から町長へ栗山町特別職報酬等審議会
へ意見を求めるよう依頼した。
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学校再編学校再編に関するに関する調査特別委員会調査特別委員会

学校再編について調査を進める　
　栗山町立小中学校適正配置計画が令和６年 11 月に決定され、適正配置の実現に向けた
具体的な協議が進められている。これを受け、議会としても十分な調査が必要であるこ
とから、令和７年６月定例会議において、学校再編に関する調査特別委員会を設置した。

第１回特別委員会
　令和７年９月３０日に開催された第１回特別委員会では、教育委員会から適正配置計画の概要
や実施スケジュール、学校再編の進捗状況等について説明を受け、これに対する質疑を行った。

第２回特別委員会 - 条例案が付託され調査を実施 -
　令和７年１２月定例会議では、「栗山町立学校設置条例の一部改正」「栗山町立学校施設使用条
例の一部改正」の２件の条例案が提出され、本委員会に付託された。
　１２月１７日の第２回特別委員会では、スクールバスの運行経路や放課後児童クラブの対応、
統合に関わる予算の考え方、保護者への説明状況等について説明を受け、質疑を行った。

審査結果に付した意見 - 今後も調査を継続 -
　統合後に伴う様々な事項については、すべての児童及び保護者に不都合が出ないように協議を
進めていく事を求める意見が付され、今後も調査は継続していくことを報告。

第３回特別委員会 - 条例案について討論・採決 -
　１２月２６日の第３回特別委員会では、付託された２件の条例案について、討論および採決し、
委員会として可決すべきと決定。

議　件　名 結
果

齊
藤
置
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重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
端藤
本

議案第４０号　栗山町立学校設置条例の一部を改正する条例 可 / ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ 〇 ○

議案第４１号　栗山町立学校施設使用条例の一部を改正する条例 可 / ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ 〇 ○
可：可決　否：否決　欠：欠席　○：賛成　×：反対　ー：棄権　　　　　　※齊藤義崇委員は委員長のため採決に加わっていません。

反　
　

 

対

重
山
委
員

　小規模校には、子どもが安心して過ごせる環境や、地域と密接につながった教育という良さが
あ る。 統 合 に よ っ て 通 学 距 離 が 延 び、 低 学 年 の 児 童 が ス ク ー ル バ ス で 通 う こ と へ の 不 安 も 残 る。
小小連携など、学校を残したまま教育環境を充実させる方法もある。色々と不安要素が残ってお
り、自分の中ですっきりしない部分もあるため反対。

賛　
　

 

成

藤
本
委
員

　統合にはメリットとデメリットの両面があるが、子どもにとってどのような教育環境が望まし
いかという視点で検討が進められてきた。保護者への説明や意見聴取も行われており、将来を見
据えた判断として、統合は必要。地域や子ども達の視点に立った提案と理解したうえで賛成。

議案第４１号　栗山町立学校施設使用条例の一部を改正する条例
反　
　

 

対

重
山
委
員

　学校規模と教育効果の関係について、十分な検証が行われたとは言い切れない。小規模校なら
ではの安心感や、きめ細かな教育の良さを、もっと生かすべきである。行き届いた教育という点
で少人数学級をこの機会に進めるべきとして反対。

賛　
　

 

成

斉
藤
隆
浩
委
員

　地域から学校がなくなる寂しさはあるが、子どもへの影響を最小限にするため、一度で３校統
合とする判断は理解できる。条例には賛成だが、跡地利用や避難所機能については、今後も丁寧
な対応を求めたい。

議案第４０号　栗山町立学校設置条例の一部を改正する条例

討　
　
　
　
　

論

賛
否
の
公
表



Vol. ８　村
むら

　上
かみ

　美
み

　佳
か

　さん

３月定例会議の開会日

月　　 日～３ ４
議会の予定

　議会の予定は変更になる場合があ
ります。議会事務局または議会ホー
ムページでご確認ください。

 議会を見に行こう！

傍聴

くりやまぎかいだより№ 186
2026 年（令和８年）２月１日発行

　くりやま手話の会会長の村上美佳と申します。表紙の手話は
「挨拶」という単語です。両手人差し指を向かい合わせ、指先
を曲げるのですが、人と人がお辞儀をしているように見えませ
んか？
　当会は１９７９年に発足し、ろう者を中心に地域の方との学
習会が始まりました。あれから４６年が経った今も意思は受け
継がれ、現在２５名の仲間たちと共に活動しています。実用的
な手話学習だけでなく、交流会や活動を通してろう文化や歴史
についても学んでいます。
　私が手話を学び始めたのは２０代の頃ですが、“ いつか聞こ
えない人と会ったときに自然に手話が使えるようになりたい ”
と思い、学べる場所を探し、手話講座を経て、くりやま手話の
会に入会しました。手話単語の動きには意味のあるものが多
く、文字を基に作られているものや歴史、文化、生活習慣など
も関係していることがあり、学ぶたびに「なるほど～」がいっ
ぱいでした。なので、手話は国によって違いますし、方言も存
在します。でも、いろいろ違って当たり前、だから面白い。奥
が深い言語です。
　今年度は町主催手話奉仕員養成講座（初級講座）をはじめ、
学校やふれあい広場などでも手話をお伝えする機会に恵まれ
２７８名の方々と出会えました。また、手話に関する法律が施
行された記念すべき年でもあります。栗山町においても今後ま
すます聴覚障がいへの理解や手話習得の機会が増えるよう官民
が協力しあい盛り上げていきたいと思います。

３月 ２日（月） 議会運営委員会
３月 ４日（水） ３月定例会議
３月 １３日（金） 予算審査特別委員会

　※全て９時３０分開会予定です

輝く栗山人 !
栗山町で頑張っている人をクローズアップ

「目で見ることばで広がる世界」

は議会活動にふれる最もは議会活動にふれる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ身近な方法です。皆さんの選んだ
議員の活動や町政の方針などを、議員の活動や町政の方針などを、
ぜひご覧ください。ぜひご覧ください。
　会議当日の受付で傍聴できます　会議当日の受付で傍聴できます
ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入
口まででお越しください。口まででお越しください。
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　★令和７年度の表紙のテーマは
　　　　　　　「輝く栗山人！」　です。　
　　栗山町で頑張っている人、団体が登場します。
　　次号もお楽しみに！　　　

（手話で「く
・ ・ ・ ・

りやま」。想いが形になったパ－カーです。）


